
９
月
27
日（
木
）、『
渥
美
地
域

審
議
会
』『
赤
羽
根
地
域
審

議
会
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

渥
美
地
域
審
議
会
で
は
、渥
美

地
区
校
区
市
民
館（
和
地
・
堀
切
・

伊
良
湖
・
亀
山
・
中
山
・
清
田
・
泉
）

の
改
修
、福
江
市
民
館
の
整
備
計

画
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向

け
て
行
っ
て
い
る
福
江
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
、下
水
道
事
業
な
ど
の

進
行
状
況
に
つ
い
て
、市
の
担
当

者
が
説
明
し
、委
員
と
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、７
月
に

運
行
を
開
始
し
た「
ぐ
る
り
ん
バ

ス
中
山
線
」の
利
用
状
況（
１
便
当

た
り
の
平
均
乗
車
人
数
７
・
15
人
）

や
悪
臭
対
策
に
つ
い
て
、市
の
担

当
者
が
説
明
し
ま
し
た
。

▼
市
民
生
活
課（
渥
美
支
所
）
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赤
羽
根
地
域
審
議
会
で
は
、委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、会
長
お

よ
び
副
会
長
の
選
任
が
行
わ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、赤
羽
根
道
の
駅
、

区
画
整
理
事
業
、農
業
専
門
職
大

学
院
大
学
な
ど
の
進
行
状
況
に
つ

い
て
、市
の
担
当
者
が
説
明
し
、委

員
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

赤
羽
根
道
の
駅
と
農
業
専
門
職

大
学
院
大
学
の
進
行
状
況
は
、次

の
と
お
り
で
す
。

■
赤
羽
根
道
の
駅

・
平
成
21
年
３
月
オ
ー
プ
ン
予
定

・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
サ
ー
フ
シ
ョ
ッ

プ
、
海
産
物
店
、
青
果
品
店
の

４
店
舗
の
テ
ナ
ン
ト
が
決
定

・
平
成
19
年
度
は
土
地
造
成
。
平

成
20
年
度
に
本
体
工
事
を
実
施

■
農
業
専
門
職
大
学
院
大
学

・
平
成
21
年
４
月
の
開
学
を
目
指
す

・
学
長
就
任
の
内
諾
を
得
て
い
る

・
教
授
陣
は
人
選
中

▼
市
民
生
活
課（
赤
羽
根
支
所
）

�
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１

▼

農業専門職大学院大学となる旧成章高校赤羽根校舎

▼

「赤羽根道の駅」の建設予定地（赤羽根港付近）

『
田
原
市
渥
美
地
域
審
議
会
』『
田
原
市
赤
羽
根
地
域
審
議
会
』
開
催

1

役　職 氏　名 区　分
会　長 大羽義市 学識経験を有するもの
副会長 神谷道宣 社会教育および学校教育の団体に属するもの

委　員

杉原　孝 校区総代代表
大武隆文 農林水産業団体・商工業団体に属するもの
大羽照夫 　　　　　　　〃
杉原邦典 社会教育および学校教育の団体に属するもの
中村都祁子 青年・女性・高齢者を構成する組織に属するもの
林　徳悦 　　　　　　　〃
水野洋子 社会福祉に関係するもの
太田睦雄 学識経験を有するもの

■田原市赤羽根地域審議会委員【敬称略】 任期：平成21年3月31日まで

事業区分 地区 普及率（%） 水洗化率（%）

公共下水道

田原 84.6 79.3
赤羽根 98.0 62.4
渥美 60.7 51.4
計 80.5 73.1

農業集落排水

田原 96.4 98.5
赤羽根 96.9 93.4
渥美 37.6 78.5
計 73.8 93.2

コミュニティープラント※ 夕陽が浜 96.5 100.0
田原市計 78.1 83.2

■下水道などの普及率 平成19年3月31日現在

※

地方自治体や民間事業者の開発行為による住宅団地などで、し尿や生活排水を合わせて処理する施設

建設予定地
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